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武道授業 実践の概要紹介 袖ケ浦市（柔道・剣道）

武
道
授
業

実
践
の
概
要
紹
介　
　
柔
道
・
剣
道

　

袖
ケ
浦
市
は
千
葉
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
東
京
湾
に
接
し
工
業
が
盛
ん
な
地
域
で
あ
り
、
人
口
は
６
万
人
規
模
の

小
さ
な
市
で
す
。
市
内
に
は
５
校
の
中
学
校
が
あ
り
、
平
成
22
年
度
に
３
校
、
平
成
23
年
度
に
２
校
が
そ
れ
ぞ
れ
、
文
部

科
学
省
よ
り
「
中
学
校
武
道
必
修
化
に
向
け
た
地
域
連
携
指
導
実
践
校
」
の
指
定
を
受
け
、「
安
全
で
効
果
的
な
武
道
教
育
」

の
推
進
に
向
け
、
市
を
あ
げ
て
実
践
研
究
を
積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

袖
ケ
浦
市
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
に
示
さ
れ
た
「
明
日
を
拓
く　

心
豊
か
な　

た
く
ま
し
い　

人
づ
く
り
」
に
向
け
て
、主
に
「
保

健
体
育
科
担
当
教
員
と
地
域
連
携
指
導
者
の
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
の
あ
り
方
」
や
、「
保
健
体
育
科
担
当
教
員
の
指
導

力
向
上
」
を
研
究
の
柱
に
、
平
成
22
年
度
か
ら
現
在
ま
で
取
り
組
ん
だ
実
践
研
究
の
一
端
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

袖
ケ
浦
市
に
お
け
る

中
学
校
武
道
必
修
化
の
取
組

袖
ケ
浦
市
教
育
委
員
会

1

平
成
22
年
度
保
健
体
育
科
担
当
教
員
を

対
象
と
し
た
実
態
調
査

　
武
道
教
育
の
準
備
を
開
始
す
る
に
あ

た
り
、
実
態
調
査
（
調
査
人
数
12
名
）

を
行
っ
た
。
以
下
が
結
果
で
あ
る
。「
安

全
」
な
指
導
を
行
う
た
め
に
は
、ま
ず
、

指
導
者
の
不
安
を
１
つ
で
も
多
く
解
消

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
指
導

者
の
抱
え
て
い
る
不
安
は
、
備
品
整
備

や
指
導
内
容
と
と
も
に
、
自
分
自
身
の

指
導
力
、
さ
ら
に
は
生
き
方
が
武
道
種

目
を
指
導
す
る
も
の
と
し
て
ふ
さ
わ
し

い
か
と
い
っ
た
回
答
も
あ
っ
た
。

ア
　
武
道
の
経
験
（
経
験
年
数
３
年
以

上
）　
剣
道
…
４
名
　
柔
道
…
０
名

　
無
し
…
８
名

イ
　
武
道
の
指
導
状
況
　
剣
道
…
２
名

　
柔
道
…
２
名
　
無
し
…
８
名

※
「
無
し
」
の
理
由

　・
備
品
の
不
足
　
・
自
身
の
指
導
技
術

に
不
安
が
あ
る
　
・
指
導
計
画
の
立
案

伝
え
ら
れ
る
か
不
安
で
あ
る
　
・
技
能

指
導
へ
の
不
安

エ
　
市
内
中
学
生
の
実
態
（
教
育
的
な

課
題
）
に
つ
い
て

　・
挨
拶
が
で
き
な
い
　
・
物
を
大
切
に

で
き
な
い
　
・
自
己
中
心
的
な
考
え
方

を
す
る
　
・
忍
耐
力
に
欠
け
る

協
会
専
門
部
長
（
剣
道
・
柔
道
）、
高

等
学
校
教
諭
、
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
、

中
学
校
長
、
保
健
体
育
科
担
当
教
員
、

市
教
育
委
員
会
担
当
で
組
織
し
、
年
３

回
、
会
議
を
開
催
し
た
。

　
平
成
22
年
度
の
第
１
回
目
の
会
議

で
は
、「
今
、
な
ぜ
武
道
必
修
化
か
？
」

と
い
う
内
容
で
講
義
を
行
っ
た
。
講
師

は
、全
日
本
剣
道
連
盟
の
作
成
し
た「
剣

道
授
業
の
展
開
」
の
剣
道
授
業
事
例
集

作
成
部
会
の
委
員
で
も
あ
り
、
本
市
の

中
学
校
に
お
い
て
長
年
に
わ
た
っ
て
教

鞭
を
執
ら
れ
て
い
た
軽
米
満
世
先
生
に

お
願
い
を
し
た
。

　
内
容
は
、「
武
道
必
修
化
と
な
っ
た

背
景
」、「
武
道
の
教
育
的
価
値
」、「
現
代

の
生
徒
の
実
態
」等
々
、武
道
教
育
に
つ

い
て
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
お
話
を
し
て

い
た
だ
き
、
出
席
者
全
員
で
共
通
理
解

を
図
る
こ
と
か
ら
取
組
を
開
始
し
た
。

（
３
）
指
導
者
養
成
研
修
会
の
開
催

　
平
成
22
年
度
よ
り
年
２
回
、
市
内
保

健
体
育
科
担
当
教
員
を
対
象
に
、
市
独

自
で
指
導
者
養
成
講
習
会
を
実
施
し
て

い
る（
平
成
24
年
度
は
市
で
予
算
化
し
、

が
難
し
い
　
・
安
全
面
の
不
安

ウ
　
武
道
指
導
に
つ
い
て
ど
う
思
う
か

　
指
導
し
て
み
た
い
…
４
名

　
指
導
し
た
く
な
い
…
８
名

※
「
指
導
し
た
く
な
い
」
理
由

　・
安
全
面
へ
の
不
安
　
・
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
作
成
へ
の
不
安
　
・
武
道
の
特
性
を

（
１
）
実
践
校
の
選
定
と
授
業
実
践

　
市
内
５
校
を
２
つ
に
分
け
、
ま
ず
は

市
内
３
校
に
お
い
て
モ
デ
ル
授
業
を
行

い
、
残
り
２
校
を
23
年
度
に
お
い
て
実

施
す
る
計
画
を
立
て
た
。

〈
平
成
22
年
度
〉

　
根
形
中
学
校
…
剣
道

　
蔵
波
中
学
校
…
柔
道

　
平
川
中
学
校
…
剣
道
・
柔
道

〈
平
成
23
年
度
〉

　
昭
和
中
学
校
…
剣
道
・
柔
道

　
長
浦
中
学
校
…
剣
道

（
２
）
袖
ケ
浦
市
武
道
教
育
地
域
連
携

指
導
推
進
協
力
者
会
議
の
設
置
（
平

成
22
年
度
・
23
年
度
）

　
地
域
に
住
む
武
道
専
門
家
、
市
体
育

2

武
道
教
育
の
推
進
に
向
け
て

継
続
し
て
行
っ
て
い
る
）。

　
研
修
方
法
は
、
実
技
研
修
、
授
業
体

験
型
の
研
修
、
講
習
会
等
、
様
々
で
あ

る
。
指
導
者
の
技
能
が
高
く
て
も
、
実

際
の
授
業
で
ど
の
よ
う
に
指
導
す
る
の

市武道教育地域連携指導推進協力者会議

指導者養成研修会の開催（柔道） 指導者養成研修会の開催（剣道）
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か
、
ど
の
よ
う
な
言
葉
か
け
が
必
要
か

な
ど
、
模
擬
授
業
を
行
っ
た
り
、
生
徒

の
立
場
に
立
っ
て
指
導
を
受
け
た
り
す

る
体
験
は
、
安
全
か
つ
効
果
的
な
授
業

を
行
う
上
で
大
変
重
要
で
あ
る
。

　
年
２
回
で
は
あ
る
が
、
内
容
に
つ
い

て
は
十
分
に
工
夫
を
し
、
ま
ず
は
指
導

に
あ
た
る
教
員
が
学
ぶ
こ
と
を
第
１
の

目
的
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。
講
師
に

は
、
授
業
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
地

域
連
携
指
導
者
の
先
生
方
を
中
心
に
お

願
い
し
、
保
健
体
育
科
担
当
教
員
と

の
人
間
関
係
づ
く
り
に
も
役
立
て
て
い

る
。

（
４
）
地
域
連
携
指
導
者
と
の
連
携
授

業
と
授
業
研
究
会
の
開
催

　
平
成
22
年
度
よ
り
地
域
連
携
指
導
者

と
保
健
体
育
科
担
当
教
員
と
の
連
携
指

導
の
在
り
方
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
て

い
る
。
平
成
22
年
度
当
初
は
地
域
連
携

指
導
者
の
指
導
場
面
が
多
く
な
り
が
ち

で
あ
っ
た
が
、
指
導
者
養
成
講
習
会
と

授
業
研
究
会
等
で
指
導
力
向
上
を
図
っ

た
結
果
、
現
在
で
は
保
健
体
育
科
担
当

教
員
中
心
の
指
導
が
全
学
校
で
行
え
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　
授
業
研
究
会
に
つ
い
て
も
平
成
22
年

度
よ
り
２
年
間
を
か
け
て
市
内
の
保
健

体
育
科
担
当
教
員
の
98
％
が
実
施
済
み

で
あ
る
。
平
成
24
年
度
以
降
は
、
新
規

採
用
教
諭
や
他
市
か
ら
の
異
動
者
を
中

心
に
、
全
中
学
校
に
お
い
て
授
業
研
究

会
を
開
催
す
る
計
画
で
あ
る
。

実施日 種目 内容

平成２２年 ８月 ５日

※班別研修

剣道 実技研修―木刀による基本技稽古法を中心に

柔道 実技研修―段階的な受け身の練習法を中心に

平成２２年１１月１１日

※班別研修

剣道 模擬授業 

―「面・小手・胴」の基本技を正しく打とう

柔道 模擬授業 

―「寝技」を使って攻防を楽しもう

平成２３年 ８月 ４日

※全体研修

柔道 講習会＋実技研修

安全で効果的な柔道の段階的指導について

（千葉大学教育学部付属中学校 渡辺冬花先生）

平成２３年１１月１０日

※班別研修

剣道 模擬授業 

「木刀による基本技稽古法」を学ぼう

柔道 模擬授業＋基本技能研修

「大外刈り」の正しい技能を学ぼう

平成２４年 ８月 ２日

※全体研修

柔道 講習会＋実技研修

「安全に着目した柔道指導～その１～」

平成２４年１１月１４日 

※全体研修

柔道 講習会＋実技研修

「安全に着目した柔道指導～その２～」

地域連携指導者とのティーム
ティーチング（長浦中学校）

地域連携指導者とのティーム
ティーチング（平川中学校）

〔指導者養成研修会の開催〕

【授業研究会】 
平成２２年度  

日 程 会場・指導者 学 級 種目 本時の目標

６月２４日

（木）

根形中学校

成尾 進教諭

２年A・B組

男子

剣道 しかけ技 二段の技を刃筋正しく打つこ

とができるようにしよう

１月２５日

（火）

平川中学校

川上滋也教諭

２年3・4組

男子

剣道 刃筋正しく、正面を打とう

１月２５日

（火）

平川中学校

川本浩司教諭

２年3・4組

男子

柔道 自分に適した「体落とし」を身につけよ

う

１月３１日

（月）

蔵波中学校

小藤田信明教諭

１年1・2組

女子

柔道 基本となる投げ技（体落とし・大外刈り）

＋受け身を理解し、安全に練習ができる

ようになろう

２月 ３日

（木）

根形中学校

勝畑公恵教諭

２年A・B組

女子

剣道 しかけ技 二段の技を刃筋正しく打つこ

とができるようにしよう

平成２３年度  

６月２３日

（木）

根形中学校

島田康正教諭

１年A・B組

男子

剣道 正面・小手・胴の技を使った自由練習が

できる

１１月 ８日

    （火）

長浦中学校

成尾 進教諭

２年1・2組

男子

剣道 面・小手・胴の二・三段の技を使った互

角稽古ができる

１１月１６日

    （水）

蔵波中学校

小藤田信明教諭

２年   2組

男子

柔道 基本となる技を生かして、安全に練習が

でき、楽しめるようになろう

２月 ２日

    （木）

昭和中学校

首藤雅芳教諭

２年1・2組

男子

剣道 応じ技（面抜き胴）を刃筋正しく打とう

２月２２日

    （水）

平川中学校

川本浩司教諭

腕木綾乃講師

２年1・2組

  女子

剣道 面で有効打突（一本）をとろう！

平成２４年度

７月１０日

    （火）

昭和中学校

角田有希教諭

２年4・5組

  女子

剣道 応じ技 

面抜き胴を有効打突にしよう！

１０月１９日

（金）

長浦中学校

金田明奈教諭

２年2・3組

  女子

剣道 面・小手・胴を大きな声で刃筋正しく打

とう！

１１月２日

   （金）

根形中学校

勝畑公恵教諭

３年A・B組 剣道 応じ技 面抜き胴を一本にしよう！ 

※別紙・学習指導案参照

※�本市では平成 24年度より「中学校武道教育地域連携指導者活用事業」として、授業における地域の武道（剣道・
柔道）指導者の積極的な活用を始めている。平成 24年 11月末現在の登録者数は剣道５名、柔道２名である。
※�「地域連携指導者」として委嘱された者は委嘱状交付式後に「武道教育地域連携指導者説明会」に出席し、事
前に研修を受けたのちに、各校の授業へ派遣される仕組みとなっている（実施要項については、次頁以降に掲
載）。
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平
成
24
年
度
中
学
校
武
道
教
育

地
域
連
携
指
導
者
活
用
事
業
実
施
要
項

袖
ケ
浦
市
教
育
委
員
会

１
　
目
的

　
平
成
24
年
度
の
中
学
校
武
道
必
修
化

に
と
も
な
い
、
中
学
校
の
保
健
体
育
科

授
業
の
武
道
教
育
に
お
い
て
、
専
門
的

な
指
導
力
を
備
え
た
指
導
者
を
必
要
と

す
る
市
内
中
学
校
に
対
し
て
、
地
域
連

携
指
導
者
を
派
遣
し
、
安
全
で
効
果
的

な
武
道
指
導
の
充
実
を
図
る
。
あ
わ
せ

て
、
社
会
人
指
導
者
の
活
用
と
学
校
と

地
域
と
の
連
携
を
推
進
す
る
。

２
　
主
催
　
袖
ケ
浦
市
教
育
委
員
会

３
　
指
導
方
法

　
中
学
校
武
道
教
育
地
域
連
携
指
導
者

活
用
事
業
は
、
袖
ケ
浦
市
教
育
委
員
会

が
学
校
と
連
携
を
保
ち
、
武
道
教
育
に

お
い
て
安
全
を
重
視
し
て
計
画
的
に
推

進
す
る
も
の
と
し
、
以
下
の
内
容
に
よ

り
地
域
連
携
指
導
者
を
派
遣
す
る
。

⑴
派
遣
内
容

○
派
遣
対
象
運
動
種
目

　・
柔
道

・
剣
道

○
活
動
場
所
・
派
遣
回
数

　・�

活
動
場
所
は
、
主
と
し
て
市
内
中
学

校
と
す
る
。

　・�
派
遣
回
数
は
、
市
内
中
学
校
と
の
調

整
に
も
よ
る
が
、
全
指
導
者
で
、
の

べ
年
間
200
回
以
内
と
す
る
。

　・�

派
遣
に
関
す
る
報
償
金
は
１
単
位
時

間
に
つ
き
１
５
０
０
円
と
す
る
。（
交

通
費
・
諸
費
用
等
含
む
）

※
場
所
や
時
期
に
つ
い
て
は
、
当
該
校

と
教
育
委
員
会
と
で
指
導
計
画
を
調
整

の
上
、
派
遣
者
へ
連
絡
を
す
る
。

⑵
派
遣
期
間

　
派
遣
期
間
は
〔
平
成
24
年
４
月
２
日

（
月
）
～
平
成
25
年
３
月
29
日
（
金
）〕

の
間
、
各
校
の
武
道
種
目
の
指
導
期
間

に
行
う
こ
と
を
原
則
と
す
る
。

４
　
地
域
連
携
指
導
者

⑴
袖
ケ
浦
市
教
育
委
員
会
教
育
長
が
、

次
の
各
号
に
該
当
す
る
も
の
の
中
か
ら

地
域
連
携
指
導
者
を
委
嘱
す
る
。

　
ア�

　
公
立
諸
学
校
の
教
員
（
非
常
勤

講
師
を
の
ぞ
く
）以
外
の
も
の
で
、

計
画
的
に
武
道
指
導
が
可
能
な

者
。

　
イ�

　
実
技
指
導
力
に
優
れ
、
学
識
経

験
に
富
み
、
社
会
的
信
望
の
あ
る

者
で
、
君
津
柔
道
会
（
柔
道
）
ま

た
、
君
津
木
更
津
剣
道
連
盟
（
剣

道
）
よ
り
推
薦
を
受
け
た
者
。

⑵
地
域
連
携
指
導
者
は
、
教
育
委
員
会

の
要
請
を
受
け
、
当
該
学
校
と
連
携
を

保
ち
、
保
健
体
育
科
担
当
教
員
と
と
も

に
保
健
体
育
科
授
業
で
の
生
徒
の
実
技

指
導
及
び
指
導
支
援
に
あ
た
る
。

⑶
地
域
連
携
指
導
者
の
委
嘱
期
間
は
、

登
録
し
た
日
か
ら
当
該
年
度
末
ま
で
と

す
る
。
※
更
新
も
可
。

⑷
地
域
連
携
指
導
者
は
、
第
１
期
・
第

２
期
・
第
３
期
に
各
１
回
開
催
さ
れ
る

「
武
道
教
育
地
域
連
携
指
導
者
説
明
会
」

へ
参
加
を
し
、
事
前
に
研
修
を
受
け
、

指
導
日
程
の
調
整
を
行
う
。

◎
『
武
道
教
育
地
域
連
携
指
導
者
説
明

会
（
予
定
）』

第
１
期
…
４
月
25
日
（
水
）
10
時
～�

袖
ケ
浦
市
役
所
２
階
⑴
会
議
室

第
２
期
…
８
月
28
日
（
火
）
15
時
～�

袖
ケ
浦
市
役
所
旧
館
３
階
大
会
議

室
第
３
期
…
12
月
21
日
（
金
）
15
時
～�

袖
ケ
浦
市
役
所
旧
館
３
階
中
会
議

室
⑸
武
道
教
育
に
お
け
る
地
域
連
携
指
導

未
経
験
者
は
、
地
域
連
携
指
導
の
経
験

者
の
授
業
に
随
行
し
、
計
４
回
以
上
の

授
業
参
観
お
よ
び
実
践
研
修
〔
報
償
金

無
し
〕
を
受
け
て
、
実
際
の
指
導
を
行

う
。

５
　
地
域
連
携
指
導
者
の
委
嘱
ま
で
の

手
続
き
（
地
域
連
携
指
導
者⇔

袖
ケ

浦
市
教
育
委
員
会
）

　
地
域
連
携
指
導
者
と
し
て
各
組
織

（
君
津
柔
道
会
・
君
津
木
更
津
剣
道
連

盟
）
か
ら
推
薦
さ
れ
た
者
は
、
別
紙
様

式
１
に
よ
る
登
録
申
請
書
を
袖
ケ
浦
市

教
育
委
員
会
体
育
振
興
課
に
提
出
す

る
。

◎
登
録
受
付
期
間

第
１
期
　
５
月
～
７
月
末
　
平
成
24
年

３
月
15
日
（
木
）
～
４
月
16
日
（
月
）

第
２
期
　
９
月
～
12
月
末
　
平
成
24
年

７
月
２
日
（
月
）
～
８
月
17
日
（
金
）

第
３
期
　
１
月
～
３
月
末
　
平
成
24
年

11
月
１
日
（
木
）
～
12
月
14
日
（
金
）

※
委
嘱
状
の
交
付
に
つ
い
て
は
、随
時
、

登
録
期
間
の
中
で
行
う
も
の
と
す
る
。

６
　
市
内
中
学
校
か
ら
の
派
遣
申
請
に

つ
い
て
（
市
内
中
学
校⇔

袖
ケ
浦
市

教
育
委
員
会
）

　
指
導
者
の
派
遣
を
希
望
す
る
学
校

は
、
定
め
ら
れ
た
期
日
ま
で
に
、
別
紙

様
式
２
に
よ
る
申
請
書
を
袖
ケ
浦
市
教

育
委
員
会
体
育
振
興
課
に
提
出
す
る
。

◎
申
請
受
付
期
間

第
１
期
　
５
月
～
７
月
末
　
平
成
24
年

４
月
２
日
（
月
）
～
４
月
16
日
（
月
）

第
２
期
　
９
月
～
12
月
末
　
平
成
24
年

７
月
２
日
（
月
）
～
８
月
17
日
（
金
）

第
３
期
　
１
月
～
３
月
末
　
平
成
24
年

11
月
１
日
（
木
）
～
12
月
14
日
（
金
）

※
派
遣
す
る
日
程
や
時
間
に
つ
い
て

は
、
委
嘱
者
数
・
申
請
校
数
等
に
よ
り

決
定
す
る
が
、
各
ク
ラ
ス
４
時
間
程
度

の
派
遣
を
原
則
と
す
る
。

７
　
申
請
書
提
出
先

〒
２
９
９
―
０
２
９
２

袖
ケ
浦
市
坂
戸
市
場
１
―
１

袖
ケ
浦
市
教
育
委
員
会
体
育
振
興
課

※
問
い
合
わ
せ
　
袖
ケ
浦
市
教
育
委
員

会
　
体
育
振
興
課
　
担
当
　
久
島

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
４
３
８
（
62
）
３
７
９
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
４
３
８
（
63
）
９
６
８
０

８
　
経
費

⑴
地
域
連
携
指
導
者
の
派
遣
に
要
す
る

費
用
は
、
市
予
算
の
範
囲
内
で
教
育
委

員
会
が
負
担
す
る
。

⑵
実
際
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
８
月
・

12
月
・
３
月
の
３
回
に
分
け
て
各
地
域

連
携
指
導
者
の
口
座
へ
の
支
給
と
な
る

の
で
、
保
健
体
育
科
担
当
教
員
が
日
程

表
（
様
式
３
）
に
派
遣
期
日
、
授
業
時

数
等
に
留
意
し
て
記
入
し
、
そ
の
記
入

事
項
を
地
域
連
携
指
導
者
と
確
認
の
う

え
、
各
校
よ
り
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
報
告
す
る

こ
と
。

９
　
そ
の
他

□
地
域
連
携
指
導
者
の
傷
害
保
険
に
つ

い
て

　
登
録
さ
れ
た
地
域
連
携
指
導
者
の
保

険
に
つ
い
て
は
、
予
算
の
範
囲
内
で
教

育
委
員
会
が
加
入
す
る
。

※
教
育
委
員
会
で
加
入
す
る
保
険
の
補

償
内
容
（
地
域
連
携
指
導
者
本
人
に
対

す
る
補
償
）

　
死
亡
・
後
遺
障
害
　
７
０
０
万
円

　
入
院
保
険
金
日
額
　�
８
０
０
０
円

　
通
院
保
険
金
日
額�

　
５
０
０
０
円

授業研究会の様子（根形中学校）

君
津
４
市
（
木
更
津
・
君
津
・
富
津
・
袖
ケ
浦
）

の
教
育
委
員
会
で
監
修
し
た
柔
道
指
導
の
手
引
き 「武道教育地域連携指導者説明会」の様子
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武道授業 実践の概要紹介 袖ケ浦市（柔道・剣道）

H２４　袖ケ浦市武道教育地域連携指導推進事業　「授業日程表」　報告書　（FAX用紙） FAX０４３８{６３}９６８０市教委

剣道　長浦中　　金田　明奈　教諭　　　根形中　　勝畑　公恵　教諭　　地域指導者　　関口先生・内海先生・大槻先生（長浦）　/ 軽米先生・出口先生（根形）

内海 関口 大槻 関口

軽米 出口 出口 軽米

出口

内海

軽米 出口

関口 内海 内海 大槻

軽米 出口

内海 関口 大槻 内海 関口 大槻

軽米 出口

担当者報告

発信者：

※上記報告書を必ず単元終了後１週間以内に地域指導者と確認の上、送付のこと

様式3

１年生　１０：３０－１１：２０

3年生　１１：３０－１２：２０

２年生　１１：３０－１２：２０

9

25

26

27

金

9火

水

木

9 28

9

日 ※特記事項（特にケガ等、安全等に関することは必ず記述する）指導内容等に関すること

24

1213R③９：４０－１０：３０ 3132R②10:４０-11：３0

地域指導者　派遣報告

3132R③１１：４０－１２：３０
長

根

根

長

2223R③10：４０-11：３0

２年生　９：３０－１０：２０

3年生　１１：３０－１２：２０
根

水

1年生　９：３０－１０：２０ 2年生　１０：３０－１１：２０

月 9

27

28

木

金

月

備考

1213R②10:４０-11：３0

2時間目 3時間目 4時間目

長

1時間目

3132R①11:40-12:301213R①９：４０－１０：30 2223R①10:40-11：30

5時間目

25 火

長

9/24 月

長

根

26

根

H２４　袖ケ浦市武道教育地域連携指導推進事業　「授業日程表」　報告書　（FAX用紙） FAX０４３８{６３}９６８０市教委

柔道　 蔵波中　　　袖ケ浦　教諭　　　　地域指導者　　佐藤先生・小林先生・中山先生　　

佐藤 中山

小林 中山

小林

佐藤

担当者報告

佐藤 小林 中山

5時間目

２日 火

平

５月１日 月

平

蔵

３日

蔵

2時間目 3時間目 4時間目

平

1時間目

月

備考

1-5 8:40-9:30

1-34 9:35-10:20

月 5

４日

５日

木

金

蔵

水

2-34 13:10-14:00

蔵

平

2-34 8:40-9:30

1

地域指導者　派遣報告
日 ※特記事項（特にケガ等、安全等に関することは必ず記述する）指導内容等に関すること

1

平

蔵

1全クラス受け身の指導を行った

1-34（○○君）が受け身の際に、肘をついて打撲。湿布で対応した。

欠

1

金

5

2-34はミニゲームを指導

火

水

木

5

2

3

4

1-34は受け身、2-12は膝車の指導

受け身の習得

5

1 1

1-12 13:10-14:00

1-5 10:30-11:２０

発信者：　�蔵波　　　中　　　　　【　１・２年男子　柔道　】�袖ケ浦　　先生

※上記報告書を必ず単元終了後１週間以内に地域指導者と確認の上、送付のこと

様式3

根形中学校 ３年 女子A・B組 学習指導案（展開）    

本時の学習(９/１２)                                                   指 導 者 勝畑 公恵  

                                                            地域連携指導者 出口  進          

（１）目標  

＜技能＞         ○応じ技 「面抜き胴」を相手の隙をとらえ、正しい体さばきで打つことができる。 

○学習した技を使って、自由練習を行うことができる。 

＜体力＞         ○剣道の練習を通して、体力の全面性を意識しながら、特に瞬発力・調整力（巧緻性・敏捷性）・全身持久力を高めることができる。    

＜態度＞         ○剣道の教えを理解し、常に相手を尊重した態度で礼儀作法を正しく実践できる。  

○仲間や自分の課題解決に主体的に取り組むことができる。 

＜知識・思考・判断＞   ○有効打突の基準（気剣体の一致）を理解して、技を打ったり、判定したりすることができる。 

○面抜き胴の技の組み立てを理解し、自己の課題に応じた練習方法について工夫できる。 

＜健康・安全・生活化＞  ○仲間や自分の安全に留意し、怪我の防止に役立てることができる。 

○家庭や学校の生活においても、正しい礼儀作法を実践できる。   

（２）展 開 

学習 

過程 学習活動と内容 

 

学習形態 

指導上の留意点と評価 

・指示 △支援○評価▼技能★体力◆態度▲知識・思考・判断 ◇健康・安全・生活化 

       指導者（Ｔ１）     地域連携指導者（Ｔ２） 

 

 

 

導   

 

 

 

入 

 

 

 

 

15分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展 

 

 

 

開 

 

 

30分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま  

と  

め 

 

５分 

１ 準備 

（稽古着・袴・垂・胴を着装し集合）

・体育ノートに学習課題を記入 

（静的健康観察） 

２ 集合・正座・礼 

・礼の実践について確認（生活化） 

３ 本時の学習内容とねらいの確認 

・学習目標や課題の説明 

・学習の進め方の説明   

 

 

 

 

４ 準備運動 

・３分間全身連続運動（手刀ですり足

や踏み込み） 

・脈拍測定（動的健康観察） 

・準備体操で柔軟性を高める運動 

 

５ 補強運動・補助運動 

・股関節拡げる運動１０回 

・敏捷性を高める運動（手刀攻防） 
 
※面の着装・竹刀の「安全点検」 

・着装→手首のスナップ練習 
 
６ 主運動  
①既習練習「しかけ技」  
・面、小手、胴、小手→面打ち 
 （８本うち×２回） 

②応じ技「面抜き胴」の打ち方・ 

 打たせ方の確認（４本打ち） 

③判定試合（面抜き胴：３本勝負） 
・ 判定試合方法について説明 
 
 
 
 
・模範試合（１組） 

※着装・竹刀の「安全点検」 

④自由練習  

※＜隊形１＞と同じ隊形 

・全身持久力を高める運動 

（４５秒×３セット） 

 

 

 

 

 ７ 整理運動 

　大きく面打ち２本、深呼吸 

・全身連続運動

８ 本時の学習の反省・評価 

・ 学習カードへの記入 

（静的健康観察） 

９ 片づけ 

10 正座・礼 

＜隊形１＞ 

※太鼓の合図で右に１歩移動 

○←○←○←○← 

↓ × × × ×  ↑ 

○→○→○→○ 

一斉（集合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループ（準備運動） 

 

 

 

 

 

 

 

一斉（敏捷性を高める運動）

 

 

 

 

 

 

 

ペア（主運動①・②） 

 

 

 

 

 

 

 

 

３人グループ（主運動③） 

 

 

 

 

 

 

ペア（主運動④） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一斉（正座・相互の礼） 

◇着装を安全で効率的に行なわせ、教科委員の指示

で正座・礼をさせる。 

・体調の悪い生徒などがいないか、確認をする 

○体育ノートで本時の練習の仕方や、学習する内容

が理解できているか確認する。  

◇日常生活で、学習した礼を実践できたか確認し、

実践を促す。 

 

 

 

・フラッシュカードを用いて、本時の目標を具体的

に説明し、個々の課題を明らかにさせる。 

 

◇３分間全身連続運動で脈拍を１０秒で２０～２２

回程度に上げさせる。 

・言葉かけをしながら、正しい足さばきからスムー
ズに面・小手・胴に踏み込ませる。 

▼左足の引きつけを素早くして、正しい足さばきを

させる。 

 
★手刀で教師の技に対して素早く反応し技を出さ 
せる。 

 
 
◇竹刀の点検、着装などを相互に確認させる。 
▼面を着装できたら２人組で手首のスナップ練習で
打ちの可動を容易にさせる。 

▼８本打ち面・小手・胴・小手→面を正しい足さば
きからスムーズに行わせる。 

○竹刀を刃筋正しく振り、打突部で打突部位を正し
く打っているか。 

○声が出ているか。 

○踏み込み後の左足の引きつけできているか。 

○刃筋正しく打てているか。 

▼段階別指導で「面抜き胴」を行わせる 
・面抜き胴の打ち方・打たせ方の確認をする。 
・左足の引きつけ、体さばき、刃筋正しい打ち、抜
け方を確認する。 

 

▲判定の判断基準を明確にさせる。 

・気剣体一致の打突を打つよう声をかける。 

○気：気迫のある発声ができたか。 

○剣：物打ちで打突部位を刃筋正しく打てたか。 

○体：美しい姿勢・足、体さばきができたか。 

▲役割分担に主体的に取り組み、本時の課題が解決

できているか相互に見合い評価させる。 

・上手なペアを見て（観察）課題解決の糸口を見つ

け発表させる。 

◇竹刀の点検、着装などを相互に確認させる。 

○自分のもてる力を最大限に出し切って、有効打突

を意識して打突ができたか。 

▼気迫のある声で攻めて、相手の隙をよく観察しな

がら、面・小手・胴・小手面・面抜き胴など既習

の技を用いて、攻防の楽しさを体感させる。 

★いろいろな相手と対戦させると共に全身持久力を

高めさせる。 

◇自らの健康状況を把握し、無理なく安全に行える

ようにさせる。 

◆疲労回復と精神的興奮の鎮静の大切さについて指

導し実践を促す。 

・本時の課題についての評価を発表させる。 

・素早く後片づけを行わせる。 

◆最後の礼まで心をこめて丁寧に行わせる。 

△安全に配慮した、正しい着装ができ

ているか確認する。 

△個々の生徒に目を向け、主体的な活

動の生徒を賞讃する。 

 

 

 

 

 

 

△気づいた点について必要に応じて

指導支援をする。 

 

△主運動を円滑に行うための前段階

の運動として積極的に取り組ませ

る。 

・動きの可動範囲が広がるように大き

く行わせ残心をさせる。 

△常に巡回指導をし、安全に練習を行

うよう声をかけるなど支援をする。 

 

 

 

 

 

△個々の生徒の能力に応じて正しい

打ち方を意識させる。 

 

 

 

 

 

 

・「攻め」「抜け方」の大切さについて

説明をする。 

 

 

 

△３人一組で定位置で行わせる。 

△有効打突「１本」にできた生徒を賞

賛する。 

△技能定着が難しい生徒を支援する。 

△審判の号令は明確か、判定は気迫・

踏み込み・刃筋などを見て的確な判

断で行えるよう支援する。 

△常に巡回指導を行い、竹刀の安全点

検を確認させる。 

・特に攻防の技術として、相手と目を

離さず攻めることの重要性について

理解をさせる。 

△技術的な進歩や意欲的に声を出す

など生徒の良い面を評価し賞賛す

る。 

△怖がらずに攻防の楽しさを体感で

きるように支援する。 

 

△全体的な授業の評価をし、精一杯活

動していた生徒や班を賞賛する。 

△本時の中で、気づいた点について必

要に応じて指導支援をする。 

△正しい姿勢かどうか巡視をする。 

 

＜隊形２＞  ○   ○ 

審 ×   × 審 

       ○   ○ 

応じ技「面抜き胴」を有効打突（一本）にしよう

［別紙］


